
（
神
奈
川
県
渉
外
部
業
務
課
「
組
合
関
係
綴
」（
昭
和
三
十
三
年
）
神
奈
川
県
庁
蔵
）

二

四
六

　
厚
木
航
空
基
地
騒
音
問
題
等
関
係
資
料（
一

―
六
）

㈠

昭
和
三
十
四
年
六
月
十
八
日

大
和
市
福
田
四
八
〇
五

代
表
者

柴
田
政
一

他

名

横
浜
調
達
局
長
殿

陳
情
書

私
達
当
部
落
の

住
民
は
去
る
昭
和
十
六
年
軍
部
の

つ

よ
い

要
求
に
よ
つ

て

そ
の

所
有
土
地
の

九
割
余
を
厚
木
基
地
建
設
の

た
め
に

失
い

従
来
農
業
を
も
つ

て

生

計
を
た
て
ゝ

来
た
生
活
を
根
底
か
ら
く
つ

が
え
さ
れ
そ
の

後
は
副
業
や
内
職
等

に

よ
つ

て

か
ら
う
じ
て

今
日
迄
過
し
て

き
た
の

で

あ
り
ま
す
が
、

農
耕
を
主
と

し
て

生
計
を
た
て

る
た
め
に

は
現
状
の
一

戸
当
り
平
均
耕
作
地
三
反
歩
余
り
で

は
ど
の

様
に

努
力
を
い

た
し
ま
し
て

も
家
計
を
維
持
し
て

ゆ
く
こ

と
は
困
難
で

あ
り
ま
す
。

こ

の

様
な
状
態
の

た
め
に

大
戦
終
了
後
町
当
局
の

手
を
通
じ
て

飛

行
場
用
地
の
一

部
解
放
を
請
願
い

た
し
ま
し
た
が
当
時
は
聯
合
軍
の

占
領
治
下

に

あ
つ

た
た
め

私
達
の

要
望
も
空
し
く
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

而
し
な
が
ら
私
達
は
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
平
和
状
態
が
回
復
さ
れ
ゝ

ば
い

づ

れ
は
飛
行
場
用
地
も
旧
所
有
者
に

返
還
さ
れ
る
も
の

と
信
じ
て

今
日
ま
で

忍
び

難
き
を
忍
ん
で

待
望
し
て

居
り
ま
し
た
と
こ

ろ
昨
三
十
三
年
十
二

月
に

は
新
た

に

飛
行
場
南
北
の

接
続
地
を
航
空
機
の

離
着
陸
安
全
の

た
め
に

数
万
坪
政
府
に

買
収
さ
れ
る
事
態
に

直
面
し
、

更
に

近
時
航
空
機
の

発
達
に

伴
い

従
来
と

全
く

比
較
に
な
ら
な
い

程
強
大
な
爆
音
及
地
上
整
備
音
の

た
め
に

昼
夜
を
分
た
ず
悩

ま
さ
れ
続
け
る
結
果
私
達
は
安
眠
す
る
こ

と
も
出
来
ず
こ

の

た
め

精
神
に

異
状

を
来
す
も
の

さ
え
あ
ら
わ
れ
る
状
態
に

あ
り
ま
す
。

此
の

地
に

祖
先
の

土
着
以
来
数
百
年
十
数
代
に

わ
た
つ

て

築
き
上
げ
て

き
た
こ

の

郷
土
に

強
い

愛
着
を
感
じ
な
が
ら
も
今
や
一

日
も
安
住
す
る
こ

と
の

不
可
能

と
な
つ

た
此
の

土
地
を
は
な
れ
て

経
済
的
に

又
精
神
的
に

不
安
の

な
い

地
域
を

求
め
て

移
住
し
よ
う
と
い

う
事
に

私
達
は
意
見
の
一

致
を
見
た

の

で

あ

り
ま

す
。

依
つ

て

私
達
は
こ
ゝ

に

連
署
を
以
て

お
願
い

い

た
し
ま
す
の

で

何
卒
御
当
局
に

お
か
れ
ま
し
て

も
私
達
の

苦
衷
御
賢
察
の

上
移
転
、

移
住
に

必
要
な
経
費
と

転

職
等
に

必
要
な
資
金
の
一

助
と
な
す
た
め
に

別
紙
添
付
図
面
記
載
地
区
内
の

不

動
産
を
政
府
に

お
い

て

御
買
上
下
さ
れ
た
く
下
名
等
一

同
署
名
捺
印
の

上
陳
情

い

た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
六
月
十
八
日
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住

所

　
氏

名

神
奈
川
県
大
和
市
福
田
四
八
〇
五
　
柴
田

政
一

四
六
九
四
　

間

宮
正
一

四
九
三
一

　
田

辺

伝
蔵

四
七
七
二

　
柴
田
政
五
郎

四
九
三
四
　

田

辺

艶

治

四
九
二

〇
　
田

辺
ハ

ナ

四
七
八
四
　

柴

田

熊

四
七
五
四
　

柴
田

清

治

四
六
九
一

　

柴
田

春

吉

四
七
〇
一

　
柴
田

愛
治

四
七
七
七
　
柴
田
半
治
郎

四
七
八
二

　
柴

田

ア

キ

四
七
七
九
　
柴
田

国

満

四
七
六
七
　
柴
田

栄
一

四
七
七
〇
　

柴
田

忠
一

四
七
九
七
　
柴
田

勝
一

本
蓼
川
一

一

八
三
　

小

菅

清

一

一

八
五
　

田

辺

貞

良

一

一

八
八
　

田

辺

時
蔵

福
田
　

五
五
二

五
　

柴
田

政

義

福
田
　

四
七
四
一

　

柴

田

角

下
草
柳
　
一

四
九
　
小
菅
伊
太
郎

一

四
一

　
小

菅

章

男

下
草
柳
　
二

七
七
　
田

辺

利
徳

一

四
一

　
鈴
野
登
司
雄

一

四
七
　

小

菅

竹
次

下
草
柳
　
二

七
三
　
田

辺
一

雄

二

六
一

　
市
川

亀

吉

二

六
〇
　

小

菅

晋
三

二

七
二
　

田

辺

勝

男

二

四
四
　
田
辺
鶴
之
助

二

五
〇
　

田

辺

ク

ニ

二

五
〇
　
田

辺

裕

二

六
二
　

市
川

銀

蔵

二

六
二
　

市
川

保
己

二

六
四
　
市
川

直

夫

㈡

起
案
　
昭
和
三
十
四
年
七
月
十
日

厚
木
・

座
間
方
面
基
地
周
辺
渉
外
事
案
調
査
に
つ

い

て

（
報
告
）

こ

の

こ

と
に
つ

い

て
、

本
七
月
十
日
山
脇
渉
外
課
長
、

福
山
係
長
他
二

名
が
現

地
調
査
を
行
い

ま
し
た
の

で

結
果
次
の

通
り
報
告
し
ま
す
。

記

一

　

厚
木
基
地
北
側
拡
張
区
域

本
区
域
は
既
に

買
収
を
完
了
し
て

い

る
部
分
に
つ

い

て

目
下
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー

そ
の

他
に

よ
り
整
地
工

事
を
実
施
中
で

あ
つ

た
。
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な
お

買
収
済
区
域
内
の

中
央
部
に

存
在
の

帯
状
の

共
有
地
及
農
道
に
つ

い

て

は
整
地
工

事
は
行
は
れ
て

い

な
い

が
、

両
側
の

買
収
済
地
が
工

事
中
の

た
め

ブ
ル

ド
ー

ザ
ー

そ
の

他
の

通
行
に

よ
つ

て

相
当
荒
さ
れ
て
い

た
。

二

　
厚
木
基
地
廃
油
流
出
現
場

厚
木
基
地
内
日
飛
工

場
入
口

下
の

水
田
用
水
路
に

基
地
側
か
ら

地
下
浸
透
し

た
廃
油
が
流
出
し
て
お

り
、

既
に

数
日

前
軍
側
に

於
い

て

か

ん
が
い

用
水
用

の

鉄
管
を
敷
設
、

応
急
工

事
が

施
さ
れ
て
い

た
が
、

排
水
路
内
に

は
未
だ
に

地
下
を
浸
透
し
て

油
類
が
流
出
し
て

お

り
、

軍
側
労
務
者
に

よ
り
ポ
ン

プ

を

も
つ

て

油
類
の

汲
上
げ
が
行
は
れ
て
い

た
。

被
害
水
田
に
つ

い

て

は
、

稲
の

植
え
代
え
が
完
了
し
た
処
も
あ
り
、

極
く
一

部
に

枯
死
し
た
水
稲
が
見
ら
れ
た
に

過
ぎ
な
い
。

〔
欄
外
注
記
〕
二

十
株
程
度

現
在
の

応
急
工

事
だ
け
で

も
今
後
或
る
程
度
の

被
害
増
発
は
防
止
出
来
る
も

の

と

推
測
さ
れ
た
が
、

　
一

部
農
民
か
ら
軍
側
敷
設
の
パ

イ
プ
に

支
線
を
設
け

水
田
に

か
ん
が
い

し
て

欲
し
い

旨
の

要
望
が

述
べ

ら
れ
た
。

こ

れ
に

対
し
て

は
軍
側
に

交
渉
の

要
あ
る
も
、

軍
側
労
務
者
の

見
解
に

よ
れ
ば
ガ
ソ

リ
ン

が

流
出
し
て
い

る
の

で

熔
接
工

事
は
危
険
で
あ
る
と
の

こ

と
で

あ
る
の

で

検
討

を
要
す
る
。

三
　
厚
木
基
地
南
側
拡
張
区
域

現
在
拡
張
区
域
境
界
の

杭
打
は
完
了
し
て
い

る
が
、

整
地
工

事
は
未
着
工
、

県
道
平
塚
川
和
線
の

付
替
現
場
を
調
査
中
の

厚
木
土
木
特
工

課
長
と
偶
々

現

地
で

逢
う
。

特
工

課
長
の

意
見
に

よ
れ
ば
、

当
初
予
定
し
た
付
替
路
線
予
定

線
内
に

あ
る
民
家
が
立
退
き
を
断
固
拒
否
し
て

い

る
の

で
、

こ

の

案
は
無
理

で

あ
る
。

従
つ

て

綾
瀬
側
の

軍
側
フ

ェ

ン

ス

を
約
一

〇
米
位
内
側
に

さ
げ
て

も
ら
う
よ
う
調
達
局
に

要
請
中
と
の

こ

と
で
、

な
お

本
件
に
つ

い

て

は
渉
外

部
長
を
通
じ
て

軍
側
と
交
渉
し
て

欲
し
い

と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

四
　
蓼
川
護
岸
工

事

数
年
前
特
損
工

事
と
し
て

施
工

し
た
蓼
川
護
岸
工

事
は
、

木
製
の

た
め

既
に

半
分
腐
蝕
し
、

台
風
時
の

堤
防
欠
か
い

の

危
険
が
見
ら
れ
た
。

本
件
は
特
損
工

事
と
し
て

実
施
の

要
が
あ
り
、

昨
年
度
申
請
が
出
さ
れ
て

お

り
調
達
当
局
で

目
下
検
討
中
の

も
の

で

あ
る
。

五
　
基
地
周
辺
の

騒
音

相
当
激
烈
で

あ
り
、

周
辺
住
民
に

と
つ

て

は
誠
に

た
え
ら
れ
な
い

も
の

と
思

は
れ
る
。

六
　
目
久
尻
川
改
修
工

事

本
件
は
昨
年
度
特
損
工

事
と
し
て

県
耕
地
課
で

施
工

し
た
も
の

で

あ
り
、

工

事
完
成
地
域
内
の

沿
岸
田
畑
の

被
害
発
生
は
今
後
起
ら
な
い

も
の

と

考
え
ら

れ
る
。
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な
お

下
流
に
つ

い

て

は
、

本
年
度
も
継
続
し
て

工

事
が
行
は
れ
る
予
定
。

七
　
鳩
川
改
修
工

事

本
件
も
昨
年
度
特
損
工

事
で
あ
る
が
、

問
題
の

箇
所
は
全
部
修
復
さ
れ
て
い

る
の

で
、

従
来
の

悩
は
解
消
さ
れ
た
も
の

と
考
へ

ら
れ
る
。

な
お

下
流
に
つ

い

て

は
、

目
久
尻
川
同
様
本
年
度
も
工

事
実
施
予
定
。

㈢

昭
和
三
十
四
年
七
月
二

十
七
日

大
和
市
長
　
高
下
重
平

綾
瀬
町
長
　
橘
川

勇

在

日

米

海

軍

司

令

官

厚
木
海
軍
航
空
基
地
司
令
官

｝あて

厚
木
海
軍
航
空
基
地
周
辺
に

於
け
る
航
空
機
等
の

騒
音
防
止
対
策
に
つ

い

て

（
要
請
）

謹
啓

酷
暑
の

候
貴
官
に

は
愈
々

御
清
祥
の

段
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、

最
近
厚
木
海
軍
航
空
基
地
に

於
け
る
ジ
ェ

ッ

ト

機
等
の

離
着
陸
に

際
し

発
す
る
爆
音
と
基
地
内
に

於
け
る
エ

ン

ジ
ン

の

整
備
作
業
に

よ
り
発
す
る
強
烈

な
継
続
音
は
昼
夜
の

別
な
く
附
近
一

帯
の

住
民
を
悩
ま
し
、

既
に

新
聞
等
に

よ

り
御
承
知
の

通
り
周
辺
住
民
の
一

部
は
他
地
区
へ

の

移
住
を
考
慮
し

調
達
庁
へ

陳
情
を
行
つ

て

い

る
事
実
も
あ
り
斯
様
な
事
態
を
こ

の

ま
ゝ

放
置
し
お

く
こ

と

は
厚
木
基
地
拡
張
の

問
題
に

関
連
し
、

将
来
社
会
問
題
を
惹
起
す
る
一

因
に

も

な
る

虞
れ
が
あ
り
こ

れ
が
対
策
に

腐
心
し
て

い

る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
ジ
ェ

ッ

ト

機
に

よ
る
騒
音
防
止
に
つ

い

て

は
当
市
（
町
）
に

対
し
て

も

附
近
住
民
か
ら
最
近
二
、

三
陳
情
が
出
さ
れ
、

周
辺
住
民
に
と
つ

て

大
き
な
問

題
と
な
り
つ

ゝ

あ
り
厚
木
基
地
拡
張
の

問
題
に

関
連
し

報
道
陣
も
こ

れ
ら
問
題

を
大
き
く
取
り
上
げ
て

お

る
実
情
に

あ
り
ま
す
。

勿
論
、

附
近
の

学
校
、

病
院
等
の

施
設
に
つ

い

て

は
逐
次
防
音
装
置
が
施
さ
れ

つ

ゝ

あ
り
こ

の

点
に

つ

い

て

は
住
民
も
一

応
諒
と
し
て

お

り
ま
す
が
、

こ

れ
ら

の

処
置
が
な
さ
れ
な
い

一

般
民
家
は
勿
論
会
社
、

工

場
、

役
場
等
に

於
い

て

は

こ

れ
ら
噪
音
の

た
め

種
々

の

障
害
を
起
し
、

又
万
一

の

事
故
を
憂
慮
す
る
者
も

少
く
な
い

状
態
に

あ
り
ま
す
の

で
、

先
般
こ

れ
が
対
策
に
つ

い

て

の

協
力
方
を

県
当
局
に

も
陳
情
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

つ

き
ま
し
て

は
、

貴
官
に

於
か
れ
ま
し
て

も
右
事
情
篤
と
御
賢
察
下
さ
れ
周
辺

地
区
住
民
の

福
祉
保
全
の

た
め
航
空
機
爆
音
の

減
音
処
置
並
び
に

夜
間
飛
行
の

制
限
特
に

緊
急
事
態
の

場
合
を
除
い

て

午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で

の

強
烈

な
る
爆
音
等
を
伴
う
整
備
作
業
及
び
離
着
陸
訓
練
等
は

絶
対
に

禁
止
さ
れ
る
よ

う
早
急
に

御
措
置
煩
わ
し
度
く

こ

の

旨
御
懇
請
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま

す
。
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㈣

航
空
機
の

騒
音
に

関
す
る
陳
情
書

先
に

航
空
機
騒
音
問
題
に
つ

い

て

関
係
当
局
に

陳
情
申
上
げ
ま
し
た
と
こ

ろ
当

局
の

厚
意
あ
る
計
ら
い

に

よ
り
其
後
は
騒
音
状
態
も
稍
緩
和
さ
れ
附
近
住
民
の

雰
囲
気
も
柔
ら
げ
ら
れ
ご
当
局
の

誠
意
に

衷
心
感
謝
致
し
て

お

り
ま
し
た
所
最

近
に

至
り
頓
に

昼
夜
の

別
な
く
エ

ン

ヂ
ン

の

整
備
作
業
の

爆
音
及
び
離
、

着
陸

に

際
し
て

の

低
空
飛
行
に

発
生
す
る
騒
音
の

為
に

あ
ら
ゆ
る
方
面
に

甚
大
な
影

響
を
受
け
大
き
な
障
害
と
な
つ

て
い

る
こ

と
は
看
過
で

き
な
い

こ

と
で

あ
り
ま

す
。

学
校
、

病
院
な
ど
の

施
設
に
つ

い

て

は
逐
次
防
音
装
置
が
施
さ
れ
て
い

る
こ

と

を
聴
き
及
ん
で
お

り
ま
す
が
当
瀬
谷
地
区
は
未
だ
そ
の

恩
典
に

浴
せ

ま
せ
ん
の

で

児
童
、

生
徒
達
が
学
習
を
進
め

る
諸
活
動
の

基
本
要
素
が
阻
害
さ
れ
学
習
指

導
は
屢
々

中
断
さ
れ
る
実
情
に

あ
り
ま
す
。

更
に
一

般
住
民
生
活
に

お
い

て

は
通
常
の

会
話
が
中
断
さ
れ
る
こ

と
は
勿
論
の

こ

と

緊
急
の

電
話
連
絡
は
不
能
と
な
り
防
火
、

防
犯
、

急
病
等
に
お
き
ま
し
て

は
極
め
て

憂
慮
す
べ

き
情
勢
で

あ
り
且
つ

乳
幼
児
、

病
人
の

安
眠
も
絶
対
に

保

持
さ
れ
ず
特
に

幼
児
哺
育
に

つ

い

て

は
発
育
不
良
と
な
る
憂
い

の

声
も
大
き
く

誠
に

忍
び
難
い

も
の

が
あ
り
ま
す
。

要
す
る
に

ジ
ェ

ッ

ト
機
の

騒
音
の

た
め
日
夜
悩
ま
さ
れ
関
係
住
民
の

日

常
生
活

全
般
に

及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
な
の

で

こ

の

ま
ゝ

放
置
す
る
こ

と
は
一

般
市
民
感

情
の

上
に

も
悪
化
の

傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で

こ

の

際
周
辺
住
民
の

福
祉
保
全
の

た
め

航
空
機
爆
音
の

消
音
処
置
を
一

刻
も
早
く
善
処
下
さ
る
よ
う
格
別
の

御
配

慮
お

願
い

致
し
た
く
当
瀬
谷
地
区
住
民
を
代
表
し
て

陳
情
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
八
月

　
日

横
浜
市
戸
塚
区
瀬
谷
地
区
連
合
町
内
会
長

　
川

口

竹
則（
印
）

〃

　
〃

　
副
会
長

　
見
上

正

勝（
印
）

〝

　
〃

　
〃

　
原

政

寿（
印
）

〃

　
〃

　
〃

　
清
水

信
一

（
印
）

〃

　
〃

　
〃

　
佐

藤

京

三
（
印
）

〃

　
〃

　
〃

　
石

川

萬
喜
（
印
）

〃

　
〃

　
下
瀬
谷
自
治
会
長
　
市
川
八
重
蔵（
印
）

〃

　
〃

　
北
、

新
自
治
会
長
　
小
澤
金
太
郎（
印
）

〃

　
〃

　
中

郷
町

内

会

長
　
川

口

進

吾（
印
）

〃

　
〃

　
中
屋
敷
自

治
会
長
　
小

島

孝

徠（
印
）

〃

　
〃

　
上
瀬
谷
町
内
会
長
　

山

本
公

平
（
印
）

〃

　
〃

　
五
〆
目

部
落
会
長
　
鈴

木

武

雄（
印
）

〃

　
〃

　
相

沢

町

内

会

長
　
平

本

保（
印
）
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横
浜
市
戸
塚
区
瀬
谷
地
区

　
宮
沢

町

内

会

長
　
上

杉

喜

平（
印
）

〃

　
〃

　
南
台
第
一

自
治
会
長
　
葛
西
万
次
郎（
印
）

〃

　
〃

　
第
二

自
治
会
長
　
新

妻

力

丸（
印
）

〃

　
〃

　
第
三
自
治
会
長
　
後

藤

千
代（
印
）

〃

　
〃

　
第
四
自
治
会
長
　
上

村

勝
次（
印
）

〃

　
〃

　
第
五
自
治
会
長
　
池

田

正
一

（
印
）

〃

　
〃

　
第
六
自
治
会
長
　
中
村
三

郎（
印
）

〃

　
〃

　
第
七
自
治
会
長
　

宮
川

英

作（
印
）

〃

　
〃

　
第
八
自
治
会
長
　
板
垣

静
馬（
印
）

〃

　
〃

　
第
九
自
治
会
長
　
佐

野

桓（
印
）

〃

　
〃

　
第
十
自
治
会
長
　
萩
野

匠

司（
印
）

〃

　
〃

　
第
十
一

自
治
会
長
　
黒
沼

静
海（
印
）

〃

　
〃

　
第
十
二

自
治
会
長
　
江

間

登（
印
）

〃

　
〃

　
南

台

商

進

会

長
　

八

木

竹
磨（
印
）

〃

　
〃

　
南

台

若
葉
会

長
　

民

谷

嘉
明（
印
）

〃

　
〃

　
谷
戸

自
治

会

長
　

須

賀
広
武（
印
）

〃

　
〃

　
二
ツ

橋
み
ど
り
会
長
　

中

島

淳（
印
）

〃

　
〃

　
南
台
ア
パ

ー
ト
自
治
会
長
　

押
田

清
志
（
印
）

〃

　
〃

　
楽
老
ア
パ

ー
ト

自
治
会
長
　
佐

藤

定

良（
印
）

〃

　
〃

　
楽

老

会

長
　
今

井

茂
男（
印
）

〃

　
〃

　
公
団
住
宅
自
治
会
長
　
吉

岡

和

夫（
印
）

〝

　
〃

　
県
営
住
宅
自
治
会
連
絡

協
議
会
長

　
畑

山

利

夫（
印
）

㈤

起
案
　
昭
和
三
十
四
年
十
二

月
十
一

日

ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音
に

よ
る
学
力
低
下
の

問
題
に
つ

い

て

こ

の

こ

と
に
つ

い

て

去
る
十
一

月
十
九
日
付
の

神
奈
川
新
聞
に

別
添
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
の

で

本
十
一

日
、

山
脇
渉
外
課
長
が
小
俣
大
和
中
学
校
々

長
を
訪
ね

実
情
調
査
し
た
処
次
の

通
り
で

あ
り
ま
す
の

で

報
告
致
し
ま
す
。

記

一

　
知
能
と
学
力
の

相
互
関
係
調
査
結
果

1

　
大
和
中
学
校
で

は
学
習
指
導
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、

本
年
度
第
一

学

期
及
び
第
二

学
期
を
通
じ
て

全
校
児
童
を
対
象
に

標
題
調
査
を
行
つ

た
。

2

　
そ
の

結
果
、

別
紙
新
聞
記
事
に

も
あ
る
通
り
知
能
指
数
は
全
国
平
均
よ

り
稍
や
高
い

数
字
が
出
た
の

で

あ
る
が
、

逆
に

学
力
指
数
は
全
国
平
均
よ

り
低
い

数
字
が
出
た
。

（
註
＝

通
常
は
知
能
指
数
よ
り
学
力
指
数
の

方
が

高
い

の

が
普
通
）

3

　
知
能
よ
り
学
力
が
劣
つ

て
い

る
生
徒
は
全
校
生
徒
（
一

、

四
〇
〇
人
）

の

四
分
の

三
近
く
も
お

り
、

そ
の

中
で

も
不
振
児
（
知
能
指
数
よ
り
学
力
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指
数
が
十
一

点
以
上
劣
つ

て
い

る

者
）
全
校
の
一

八
・

五
％
の

二

五
九
人

も
い

た
。

（
註
＝

不
振
児
の

全
国
平
均
は
三
―
四
％
）

二

　
学
力
低
下
の

原
因

1
　
右
調
査
の

結
果
に

基
き
学
力
低
下
の

原
因
と
考
へ

ら
れ
る
も
の

と
し
て

次
の

四
点
が
あ
る
。

①
　

家

庭

環

境

―
親
の

無
関
心

②
　

地

域

環

境

―
ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音

③
　

学
習
指
導
方
法

―
教
師

④
　

生
徒
自
身
の

学
習
意
欲

2

　
そ
こ

で
こ

れ
ら
の

原
因
を
更
に

詳
し
く
究
明
す
る
た
め

個
々

の

不
振
児

に

つ

い

て

学
習
態
度
を
調
査
し
た
処
次
の

諸
点
を
生
徒
自
身
が
訴
え
て
い

る
。

①
　
一

度
読
ん
だ
だ
け
で

は
意
味
が
わ
か
ら
な
い

②
　

精
神
が
集
中
出
来
な
い

③
　
ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音
に

気
が

散
る

三
　
ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音
の

影
響
（
大
和
中
校
長
の

見
解
）

1

　
前
記
生
徒
の

訴
え
に

も
あ
る
通
り
ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音
が
児
童
の

学
習

態
度
の

上
に

相
当
の

影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ

と
は
事
実
だ
。

2

　
然
し
ど
の

程
度
の

影
響
が
あ
る
か
を
数
字
的
に

表
は
せ

と
云
は
れ
る
と

表
は
し
よ
う
が
な
い
。

3

　
防
音
装
置
を
し
て

あ
つ

て

も
ジ
ェ

ッ

ト

機
の

場
合
頭
上
を
飛
行
す
る
際

は
講
義
が
中
断
さ
れ
る
こ

と
は
時
々

あ
る
。

4

　
こ

の

こ

と
か
ら
し
て
、

ジ
ェ

ッ

ト
機
の

騒
音
が
生
徒
の

学
習
態
度
に

与

へ

る
主
な
影
響
と
し
て

次
の

こ

と
が
云
へ

る
。

①
　

騒
音
の

た
め
に

後
方
の

生
徒
は
先
生
の

声
が
聞
え
な
い

②
　

自
宅
に

於
け
る
予
習
復
習
に

も
影
響
が
あ
る

③
　

本
を
読
ん
で
い

て

も
騒
音
に

中
断
さ
れ
る
と

再
び
最
初
か
ら
読
み
な

お

さ
ね
ば
な
ら
な
い

④
　

性
格
が
落
着
か
な
い

⑤
　
新
転
入
児
童
は
二
、

三
ケ
月
間
極
端
に

学
力
が
低
下
す
る

5

　
又
、

音
感
調
査
の

結
果
は
、

他
校
に

比
し
不
協
和
音
に

対
し
て

は
鈍
感

で

あ
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い

る
と
こ

ろ
か
ら
、

児
童
の

大
多
数
は
順
次

騒
音
に

慣
れ
て

行
き
つ

ゝ

あ
る
と
い

う
こ

と
も
云
へ

る
。

四
　
結
論

1

　
新
転
入
児
童
が
転
入
後
二
、

三
ケ
月
は
学
力
が
低
下
す
る
と
い

う
事
実

か
ら
し
て

ジ
ェ

ッ

ト

機
の

騒
音
が
児
童
の

学
習
を
妨
げ
る
主
要
原
因
の
一

つ

で

あ
る
こ

と
は
間
違
い

な
い
。

2
　
し
か

し
、

徐
々

に

騒
音
に

慣
れ
て

行
く
と
こ

ろ
を
み
る
と
騒
音
が
学
力
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低
下
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
原
因
で

な
い

こ

と
は
校
長
自
身
も
認
め
て
い

た
。

〔
注
〕
別
添
省
略

（
神
奈
川
県
渉
外
部
渉
外
課
「
厚
木
航
空
基
地
騒
音
関
係
綴
」　（
昭
和
三
十
四
年
）

神
奈
川
県
庁
蔵
）

㈥

（
表
紙
）

「
昭
和
三
八
年
度

米
海
軍
厚
木
航
空
基
地
周
辺
騒
音
調
査
報
告
書

（
付
・

住
民
意
向
調
査
）

神
奈
川
県
・

大
和
市
・

綾
瀬
町
」

目

次

一

　
は
じ
め
に

二

　
調
査
の

前
提

㈠
　
調
査
の

名
称

㈡
　
調
査
期
日

㈢
　
調
査
実
施
機
関

㈣
　
調
査
班
の

編
成

㈤
　
調
査
区
域

㈥
　
調
査
地
点

三
　
調
査
結
果
の

概
要

㈠
　
曜
日
別
調
査
結
果
に

つ

い

て

㈡
　
距
離
別
調
査
結
果
に
つ

い

て

㈢
　
飛
行
状
況
に
つ

い

て

㈣
　
善
徳
寺
に

お
け
る
二

四
時
間
測
定
結
果
に
つ

い

て

㈤
　
方
向
別
調
査
結
果
に

つ

い

て

㈥
　
地
上
整
備
音
に
つ

い

て

㈦
　
学
校
、

病
院
等
公
共
施
設
の

調
査
結
果
に
つ

い

て

㈧
　

最
高
記
録
に
つ

い

て

四
　
む
す
び

五
　
附
帯
調
査
（
住
民
意
向
調
査
）

㈠
　
調
査
の

限
定

㈡
　
そ
の

分
析

㈢
　
解
決
の

方
向

一

　
は
じ
め
に

我
々

は
、

日
常
生
活
を
営
ん
で

行
く
過
程
に

於
い

て
、

絶
え
ず
騒
音
に

囲
れ
て

い

る
。

そ
の

騒
音
に

は
、

地
域
社
会
の

都
市
化
、

産
業
化
等
の

発
展
状
態
に

よ
り

異
る
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の
で

あ
る
が
、

一

般
的
に

は
、

今
日
の

日
常
生
活
に

不
可
欠
な
家
庭
電
化
製
品

か
ら
生
ず
る
騒
音
、

製
造
工

場
等
第
二

次
産
業
か
ら
の

騒
音
、

自
動
車
、

電
車
、

汽
車
等
の

地
上
交
通
機
関
及
び
航
空
機
に

よ
る
騒
音
等
第
三
次
産
業
か
ら
の

騒

音
と
種
々

の

も
の

が
考
え
ら
れ
る
。

近
時
、

注
目
を
あ
び
て

き
た
第
二

次
産
業
か
ら
生
ず
る
騒
音
に
つ

い

て

は
、

産

業
公
害
と
し
て

種
々

の

対
策
が
進
め

ら
れ
つ

つ

あ
り
、

又
、

航
空
機
か
ら
の

騒

音
に
つ

い

て

も
航
空
公
害
と
の

観
点
か
ら
そ
の

対
策
を
せ

ま
ら
れ
つ

つ

あ
る
現

状
で

あ
る
。

こ

こ

で
、

我
々

の

調
査
の

対
象
と
し
て
と
り
上
げ
た
の

は
、

厚
木
米
海
軍
航
空

基
地
周
辺
の

航
空
機
及
び
そ
れ
に

伴
う
騒
音
で

あ
り
、

こ

の

騒
音
は
周
辺
住
民

に

対
す
る
精
神
的
、

肉
体
的
影
響
は
著
し
い

も
の

が
あ
る
上
、

基
地
問
題
の
一

端
と
し
て
の

民
族
的
感
情
も
介
入
し
て

お

り
、

そ
の

対
策
の

樹
立
は
非
常
に

難

か
し
い

問
題
で

あ
る
。

騒
音
対
策
と
し
て

は
騒
音
発
生
源
に

対
す
る
い

わ
ば
積
極
的
対
策
と
騒
音
を
受

け
る
側
に

お

け
る
対
策
い

わ
ば
受
動
的
対
策
と
が
あ
る
。

前
者
と
は
さ
る
九
月

発
表
さ
れ
た
日

米
合
同
委
員
会
に

お
け
る
合
意
事
項
に

う
た
わ
れ
て
お
り
（
添

附
資
料
参
照
）
後
者
は
学
校
、

病
院
等
の

防
音
工

事
あ
る
い

は
集
団
移
転
等
が

考
え
ら
れ
る
。

い

づ
れ
に

し
て

も
騒
音
そ
れ
自
体
は
基
地
が
あ
る
限
り
消
滅
す

る
も
の

で

な
く
、

問
題
は
今
後
も
こ

の

緩
和
の

た
め
に

以
上
の

両
面
か
ら
積
極

的
に

検
討
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
で

あ
り
、

現
に

日

米
合
同
委
員
会
に

専
門
委
員

会
を
設
け
て

検
討
し
て
い

る
の

で

あ
る
。

ま
た
本
県
で

は
、

従
来
か
ら
基
地
騒
音
に
つ

い

て

は
そ
の

緩
和
の

た
め
に

意
を

用
い

て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
り
、

そ
の

参
考
資
料
を
得
る
た
め
に

昭
和
三
五
年
以

降
毎
年
基
地
周
辺
に

お
け
る
騒
音
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を

大
和

市
、

綾
瀬
町
の

協
力
を
得
て

実
施
し
て

き
た
。

そ
も
そ
も
基
地
騒
音
の

実
態
は
日
時
、

天
候
、

地
形
、

軍
側
作
戦
訓
練
計
画
等

に

よ
つ

て

著
し
く
状
況
に

変
化
が
あ
り
、

一

定
の

期
間
の

調
査
を
も
つ

て

基
地

周
辺
の

騒
音
調
査
に

関
す
る
確
定
的
か
つ

科
学
的
結
論
と
し
て
、

調
査
結
果
の

基
地
騒
音
の

す
べ

て

を
示
し
て

い

る
も
の

と
し
て
、

騒
音
の

全
般
的
な
動
向
と

み
な
す
こ

と
は
も
と
よ
り
当
を
得
て
い

な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か

し
、

こ

の

調
査
に
つ

い

て

は
、

そ
の

日

時
・

場
所
・

天
候
そ
の

他
与
え
ら

れ
た
条
件
下
に

お
い

て

は
で

き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
も
の

で

あ
り
、

こ

の

意

味
に

お
い

て

は
、

複
雑
な
諸
問
題
を
内
容
と

す
る
航
空
基
地
周
辺
の

騒
音
対
策

確
立
の
一

助
に

な
る
も
の

と
確
信
す
る
。

な
お
、

従
来
の

騒
音
調
査
は
騒
音
度
を
物
理
的
に

測
定
し
、

そ
の

結
果
を
纒
め

た
も
の

で

あ
り
、

騒
音
に

対
す
る
基
地
周
辺
住
民
の

意
識
を
把
握
す
る
こ

と
は

行
わ
な
か
つ

た
の

で
、

本
年
度
の

調
査
で

は
、

特
に

事
例
法
に

よ
つ

て

基
地
周

辺
の

住
民
の

声
を
集
録
す
る
と
い

う
意
識
調
査
を
新
に

行
な
い
、

こ

の

結
果
を
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別
途
基
地
周
辺
住
民
意
向
調
査
と
し
て

本
調
査
に

附
記
し
た
。

（
添
附
資
料
）

覚
書
第
一

号

覚
書
あ
て

先
　
合
同
委
員
会

件

名
　
騒
音
対
策
特
別
分
科
委
員
会
の

経
過
に

関
す
る
報
告

一

　
本
特
別
分
科
委
員
会
は
厚
木
海
軍
飛
行
場
周
辺
に

お

け
る
航
空
機
の

騒

音
問
題
を
緩
和
す
る
方
策
に
つ

い

て

検
討
し
、

こ

れ
に

関
す
る
勧
告
を
行

な
う
目
的
を
も
つ

て
、

一

九
六
〇
年
一

〇
月
合
同
委
員
会
に

よ
り
設
置
さ

れ
た
。

二

　
公
式
会
議
　
省
略

三
　
非
公
式
会
議
　
省
略

四
　
厚
木
海
軍
飛
行
場
周
辺
の

航
空
機
の

騒
音
軽
減
に

関
す
る

次
の

勧
告

は
、

本
特
別
分
科
委
員
会
の

日
米
両
国
委
員
に

よ
り
合
意
さ
れ
た
。

a

　

飛
行
活
動
・

関
す
る
時
間
制
限

⑴
　
二

二
・

〇
〇
時
か
ら
〇
六
・

〇
〇
時
ま
で

の

間
、

す
べ

て
の

飛
行

活
動
（
飛
行
お

よ
び
地
上
の

ラ
ン

ア
ツ

プ

を
含
む

）
は
運
用
上
の

要

求
に

応
じ
、

か
つ

米
軍
の

警
戒
体
制
を
保
持
す
る
上
に

絶
対
必
要
と

認
め

ら
れ
る
場
合
を
除
き
禁
止
す
る
。

⑵
　
日

曜
日
の

飛
行
訓
練
は
最
小
限
に

止
め
る
。

b

　
規
制
さ
れ
た
ア
フ

タ
ー
バ

ー

ナ
ー
の

使
用

ア
フ

タ
ー
バ

ー

ナ
ー

装
備
の

航
空
機
を
操
縦
す
る

す
べ

て

の

操

縦
士

は
、

厚
木
海
軍
飛
行
場
隣
接
地
域
の

上
空
に

お
い

て
、

高
出
力
で

低
空

飛
行
を
続
行
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
、

で

き
る
だ
け
す
み
や
か
に

同
飛
行
場
の

空
域
内
で

離
陸
、

上
昇
し
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
。

た
だ

し
、

安
全
飛
行
状
態
を
持
続
す
る
た
め
、

ま
た
は
運
用
上
の

必
要
に

よ

る
場
合
を
除
き
、

飛
行
場
の

境
界
線
に

到
達
す
る
前
に

ア
フ

タ
ー
バ

ー

ナ
ー
の

使
用
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

c

　
他
の

飛
行
場
を
使
用
し
着
艦
訓
練
の
一

部
を
実
施

必
要
と

す
る
着
艦
訓
練
の
一

部
を
厚
木
海
軍
飛
行
場
の

付
属
飛
行
場
で

実
施
す
る
場
合
に

は
、

原
則
と
し
て
、

現
在
厚
木
海
軍
飛
行
場
で

実
施

中
の

諸
規
制
が
適
用
さ
れ
る
。

d

　
飛
行
方
法
の

規
制

⑴
　
離
陸
及
び
着
陸
の

場
合
を
除
き
、

航
空
機
は
人
口

稠
密
地
域
の

上

空
で

低
空
飛
行
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

⑵
　
航
空
機
は
運
航
上
必
要
な
い

限
り
、

低
空
で

飛
行
を
行
な
い
、

高

調
音
を
発
し
、

ま
た
は
第
三
者
に

迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
方
法
で

操

縦
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
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⑶
　
い

か

な
る
航
空
機
も
厚
木
海
軍
飛
行
場
周
辺
の

上
空
に

お
い

て

曲

技
飛
行
お

よ
び
空
中
戦
闘
訓
練
を
実
施
し
て

は
な

ら

な
い
。

た
だ

し
、

年
中
行
事
と
し
て

計
画
的
に

予
定
さ
れ
て
い

る
曲
技
飛
行
の

公

開
実
演
を
除
く
。

右
記
は

米
海
軍
が
指
定
空
中
戦
闘
訓
練
区
域
に

お
い

て

空
中
戦
闘
訓

練
を
実
施
す
る
場
合
に

は
適
用
し
な
い

も
の

と
す
る
。

⑷
　
着
艦
訓
練
を
行
な
う
航
空
機
が
編
隊
飛
行
を
す
る
場
合
は
二

機
ま

で

と
す
る
こ

と
。

⑸
　
着
艦
訓
練
を
行
な
う
航
空
機
の

巡
航
速
度
は
一

マ

ツ
ハ

以
下
と
す

る
こ

と
。

e

　
飛
行
高
度
の

規
制
措
置

⑴
　
着
艦
訓
練
を
行
な
う
航
空
機
は
離
陸

ま

た

は

進
入
の

場
合
を
除

き
、

平
均
水
平
面
の

上
空
八
〇
〇
呎
以
下
の

高
度
で

飛
行
し
て

は
な

ら
な
い
。

⑵
　
厚
木
海
軍
飛
行
場
の

航
空
管
制
塔
員
は
同
飛
行
場
の

ト
ラ
フ

イ
ツ

ク
パ

タ
ー
ン

内
で

飛
行
中
の

航
空
機
を
有
視
界
に

よ
り
監
視
す
る
こ

と
。

こ

の

こ

と
は
航
空
管
制
塔
員
が
配
置
さ
れ
て

い

る
す
べ

て

の

空

港
に

お
け
る
標
準
運
用
方
法
で

あ
る
。

f

　
ジ
エ

ツ

ト
エ

ン

ジ
ン

試
運
転
時
間
の

制
限

航
空
機
運
航
の

た
め
、

ま
た
は

警
戒
体
制
の

た
め
に

必
要
と
す
る
場
合

を
除
き
、

ジ
エ

ツ

ト
エ

ン

ジ

ン

の

試
運
転
は
一

八
・

〇
〇
時
か
ら
〇

六
・

〇
〇
時
ま
で

の

問
は
実
施
し
な
い

も
の

と
す
る
。

g

　
消
音
器
の

使
用

⑴
　
ジ
エ

ツ

ト

エ

ン

ジ

ン

試
運
転
場
に

お

け
る
作
業
の

実
施
に

あ
た

り
、

厚
木
海
軍
飛
行
場
は
、

で

き
る
限
り
す
み
や
か
な
時
期
に

効
果

的
な
消
音
器
を
装
備
し
、

騒
音
減
衰
の

た
め

に

使
用
す
る
こ

と
。

⑵
　
ジ
エ

ツ

ト
エ

ン

ジ
ン

の

試
運
転
の

作
業
は
、

主
と
し
て

現
存
の

ジ

エ

ツ

ト
エ

ン

ジ
ン

試
運
転
場
区
域
（
注
・

同
飛
行
場
滑
走
路
地
域
西

側
中
央
部
）
に

お
い

て

実
施
す
る
こ

と
を
勧
告
す
る
。

h

　
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

機
の

飛
行
区
域
の

限
定

ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

機
は
厚
木
海
軍
飛
行
場
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
発
着
ル

ー

ト
を
航
行
す
る
も
の

と
す
る
。

た
だ
し
、

こ

の

制
限
は
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

機
が
緊
急
事
態
に

対
処
す
る
目
的
を
も
つ

て

す
る
飛
行
、

ま
た
は

年
中

行
事
の

際
の

公
開
実
演
飛
行
を
行
な
う
場
合
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。

i

　
操
縦
士
の

教
育

随
時
、

操
縦
士
に

対
し
て

航
空
機
の

騒
音
問
題
が
飛
行
場
周
辺
社
会
に

対
し
て

重
大
な
妨
げ
と
な
つ

て
い

る
こ

と
に
つ

い

て
、

十
分
に

教
育
す

る
こ

と
。
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j

　
騒
音
対
策
委
員
会
の

設
置

騒
音
対
策
上
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
置
を
考
究
す
る
た
め
、

合
衆
国
軍
構

成
員
か

ら
成
る
騒
音
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
。

k
　
広
報
活
動

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

飛
行
場
周
辺
の

住
民
に

対
し
て

騒
音
防

止
に

関
す
る
す
べ

て

の

措
置
な
ら
び
に

警
戒
態
勢
に

あ
る
防
衛
任
務
の

必
要
性
に
つ

い

て

熟
知
さ
せ

る
よ
う
努
め

る
こ

と
。

1

　
渉
外
連
絡

⑴
　
厚
木
海
軍
飛
行
場
司
令
官
は
現
地
の

騒
音
問
題
に
つ

い

て

地
元
当

局
ま
た
は
一

般
住
民
に

通
知
す
る
場
合
は
、

事
前
に

座
間
防
衛
施
設

事
務
所
長
に

通
告
す
る
よ
う
努
め
る
。

⑵
　
今
後
、

厚
木
海
軍
飛
行
場
司
令
官
と
日
本
政
府
（
防
衛
施
設
庁
）

の

代
表
者
は
航
空
機
の

騒
音
を
軽
減
す
る
新
装
置
ま
た
は
方
策
に

関

す
る
情
報
を
交
換
す
る
。

m

　
統
計
資
料
の

提
供

年
一

回
、

通
常
七
月
一

日
ご
ろ
、

厚
木
海
軍
飛
行
場
司
令
官
は
、

日
本

政
府
の

要
求
が
あ
り
次
第
、

前
年
一

二

カ

月
間
に

わ
た
る
四
半
期
ご
と

の

同
飛
行
場
に

お

け
る
月
間
離
着
陸
の

平
均
回
数
を
示
す
統
計
を
提
供

す
る
。

な
お
、

要
求
あ
る
と
き
は
厚
木
海
軍
飛
行
場
の

付
属
飛
行
場
に

関
す
る
同
様
な
統
計
資
料
も
提
供
す
る
。

五
　
厚
木
海
軍
飛
行
場
に

お

け
る
騒
音
問
題
は
、

こ

れ
ま
で

本
特
別
分
科
委

員
会
の

存
続
中
詳
細
に

わ
た
り
討
議
さ
れ
、

米
国
製
お

よ
び
日
本
製
消
音

器
と

消
音
方
法
に

関
す
る
情
報
の

交
換
が
行
な
わ
れ
て

き
た
。

本
特
別
分

科
委
員
会
に

お

け
る
討
議
お

よ
び
厚
木
海
軍
飛
行
場
司
令
官
の

独
自
の

措

置
の

結
果
と
し
て
一

九
六
〇
年
一

二

月
以
降
次
の

事
項
が
既
に

実
施
さ
れ

て
い

る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

以
下
省
略

六
　
勧
告

a

　
本
特
別
分
科
委
員
会
は
課
せ

ら
れ
た
目
的
を
達
成
し
た
の

で

解
散
さ

れ
た
い
。

b

　
日
本
に

お

け
る
航
空
機
の

騒
音
を
軽
減
す
る
方
策
に

関
し
て

検
討
な

ら
び
に

勧
告
を
行
な
う
た
め
の

分
科
委
員
会
の

設
置
に
つ

い

て

配
慮
さ

れ
た
い
。

二

　
調
査
の

前
提

㈠
　
調
査
の

名
称

昭
和
三
八
年
度
米
海
軍
厚
木
航
空
基
地
周
辺
騒
音
調
査

㈡
　
調
査
期
日

昭
和
三
八
年
八
月
二

七
日
よ
り
九
月
七
日
ま
で

の
一

二

日
問
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㈢
　
調
査
実
施
機
関

神
奈
川
県
渉
外
課
、

大
和
市
、

綾
瀬
町

㈣
　
調
査
班
の

編
成
及
び
従
事
者

総
指
揮
県
渉
外
課
長
原
正
義
以
下
二

ケ
班
一

〇
名

他
に

大
和
市
、

綾
瀬
町
の

各
調
査
班

㈤
　
調
査
区
域

基
地
滑
走
路
の

南
・

北
両
端
及
び
滑
走
路
中
心
よ
り
東
西
南
北
に
一

〇
㎞

の

概
ね
橢
円
形
の

線
に

囲
ま
れ
た
約
三
六
七
平
方
粁
の

地
域
で
、

関
係
市

町
は
横
浜
市
（
港
北
区
、

保
土
ケ
谷
区
、

戸
塚
区

）
藤
沢
市
、

茅
ケ
崎

市
、

相
模
原
市
、

大
和
市
、

高
座
郡
寒
川
町
、

海
老
名
町
、

綾
瀬
町
、

座

間
町
の

五
市
四
町
に

わ
た
る

広
大
な
地
域
で

あ
る
。

㈥
　
調
査
地
点

ア
　
巡
回
調
査
（
一

ケ
所
三
〇
分
間
）
三
六
個
所

イ
　
定
点
調
査
（
一

ケ
所
一

時
間
、

二

時
間
、

三
時
間
、

四
時
間
、

五
時

間
、

七
時
間
、

八
時
間
及
び
二

四

時
間
）
七
九
個
所

計
　
一

一

五
個
所

（
註
）
夜
間
、

早
朝
定
点
調
査
は
定
六
五
の

枝
番
定
六
五
―
一

〜
定

六
五
―
一

〇
と
し
た
。

三
　
調
査
結
果
の

概
要

㈠
　
曜
日

別
調
査
結
果
に

つ

い

て

本
調
査
を
実
施
し
た
際
の

各
曜
日
に

お

け
る
天
候
、

測
定
時
間
等
が
異
る

た
め

比
較
検
討
す
る
こ

と
は
困
難
で

あ
る
が
、

附
表
㈠
日
別
、

曜
日

別
主

要
統
計
よ
り
推
定
さ
れ
る
こ

と
は
以
下
の

と
お
り
で

あ
る
。

ア
　
土
曜
日

（
八
月
三
一

日
）
の

飛
行
は
悪
天
候
で

も
あ
つ

た
が
、

他
の

曜
日
に

比
し
極
端
に

少
く
、

平
日
の

五
分
の
一

程
度
の

飛
行
状
況
で

あ

つ

た
。

三
一

日

（
土
）
一

時
間
当
り
二

機
（
昨
年
度
比
七
機
減
）

イ

　
日
曜
日
（
九
月
一

日

）
の

飛
行
は
前
日
に

殆
ん
ど
飛
行
し
な
か
つ

た

せ
い

か
、

飛
行
機
数
に
お
い

て

は
平
日
と
同
等
数
で

あ
つ

た
。

も
つ

と

も
騒
音
程
度
は
低
く
、

最
高
音
及
び
平
均
音
は
各
曜
日

中
の

最
低
を
記

録
し
た
。

九
月
一

日
（
日

）
一

時
間
当
り
八
機
（
昨
年
度
比
七
機
増
）

ウ
　
雨
天
及
び
曇
り
が
ち
の

日
に

は
、

晴
天
の

日
に

比
し
て

飛
行
が
少
な

い
。

八
月
二

七
日

（
火
）
　
曇

　
一

時
間
当
り

　
六
機

〃

　
二

八
日

（
水
）
曇
・

一

時
雨

　
〃

　
五
〃

〃

　
二

九
日

（
木
）
曇
・

時
々

雨

　
〃

　
四
〃
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八
月
三
一

日
（
土
）
雨
・

の

ち
曇

　
一

時
間
当
り
　
二

機

九
月

三
日
（
火
）

　
晴

　
〃

　
一

九
〃

〃

　
四
日
（
水
）

　
晴

　
〃

　
一

七
〃

エ

　
早
朝
訓
練
（
六
時
〜
八
時
）
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い

ず
、

下
記
の

と

お
り
調
査
一

時
間
当
り
機
数

（
九
機
）
の

半
数
以
下
で

あ
る
。

（
調
査

地
点
・

滑
走
路
中
央
よ
り
南
東
東
一

・

五
㎞
、

大
和
市
桜
株
）

八
月
二

八
日（
水
）六
時
〜
八
時
　
二

時
間
中
　
二

機
　
一

時
間
当
り
一

機

〃

　
二

九
日（
木
）五
時
〜
八
時
　
三
　
〃

　
一

〃

　
〃

　
〇
・

三
機

〃

　
三
〇
日（
金
）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
五
〃

　
〃

　
二
・

五
機

〃

　
三
一

日
（
土
）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
五
〃

　
〃

　
〃

九
月
　
一

日
（
日

）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
一

五
〃

　
〃

　
七
・

五
機

〃

　
二

日（
月
）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
一

〃

　
〃

　
〇
・

五
機

〃

　
三
日
（
火
）六
時
〜
七
時
　
一

　
〃

　
四
〃

　
〃

　
四
機

〃

　
四
日
（
水
）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
七
〃

　
〃

　
三
・

五
機

〃

　
五
日
（
木
）六
時
〜
八
時
　
二

　
〃

　
三
〃

　
〃

　
一

・

五
機

以
上
の

各
日
の

平
均
は
一

時
間
当
り
二
・

四
機
で
、

昨
年
の

二

機
と
同

様
な
結
果
と
な
つ

て
い

る
。

オ

　
日
没
後
訓
練
（
一

八
時
〜
二

二

時
）
は
、

左
記
の

と
お

り
昼
間
に

比

し
比
較
的
少
な
い
。

八
月
二

七
日
（
火
）
一

九
時

〜
二

二

時
三
時
間
中
一

三
機
一

時
間
当
り
四
・

三
機

〃

　
二

八
日
（
水
）
一

七
時

〜
二

二

時
五
　
〃

　
一

六
〃

　
〃

　
三
・

二

機

〃

　
二

九
日
（
木
）
一

八
時

〜
二

二

時
四

　
〃

　
五
〃

　
〃

　
一

・

三
機

〃

　
三
〇
日
（
金
）
一

八
時

〜
二

二

時
四
　
〃

　
七
〃

　
〃

　
一

・

八
機

〃

　
三
一

日
（
土
）
一

九
時

〜
二

二

時
三
　
〃

　
九
〃

　
〃

　
三
機

九
月
　
一

日
（
日
）
一

七
時

〜
二

二

時
五
　
〃

　
三
四
〃

　
〃

　
六
・

八
機

〃

　
二

日
（
月
）
二

〇
時

〜
二

二

時
二

　
〃

　
五
〃

　
〃

　
二
・

五
機

〃

　
三
日
（
火
）
一

八
時

〜
二

二

時
四

　
〃

　
一

一

〃

　
〃

　
二
・

八
機

〃

　
四
日
（
水
）
一

八
時

〜
二

二

時
四
　
〃

　
四
二
〃

　
〃

　
一

〇
・

五
機

〃

　
五
日
（
木
）
一

八
時

〜
二

二

時
四

　
〃

　
三
八
〃

　
〃

　
九
・

五
機

以
上
の

平
均
一

時
間
当
り
四
・

七
機
で

昨
年
の

八
機
に

比
し
約
半
数
で

あ
る
。

（
以
上
エ

と
オ

は
附
表
第
一

表
参
照
）

カ

　
深
夜
訓
練
（
二

二

時
〜
六
時
）
は
実
施
し
て
い

な
い

が
、

定
期
連
絡

又
は
偵
察
飛
行
ら
し
き
も
の

が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の

飛
行
状
況

は
、

善
徳
寺
に

お

け
る
二

四

時
間
定
点
調
査
に

よ
れ
ば
深
夜
の

飛
行
は

僅
か
六
機
で

あ
つ

た
。

同
じ
調
査
に

よ
り
昨
年
は
六

機
、

一

昨
年
は
三

五
機
が
記
録
さ
れ
て

い

る
。

キ
　
日
没
後
に

お

け
る
地
上
整
備
音
は
、

基
地
周
辺
住
民
を
悩
ま
せ

て

い
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る
騒
音
の

大
き
な
原
因
の
一

つ

で

あ

る

が
、

本
調
査
期
間
中
は
二

回

（
八
月
二

九
日
一

八
時
〜

二

二

時
の

調
査
時
間
中
及
び
九
月
四
日
一

八

時
〜
二

二

時
の

調
査
時
間
中
）
滑
走
路
中
央
よ
り
南
東
東
へ

一

・

五
㎞

の

地
点
（
大
和
市
桜
株
）
で

記
録
し
た
。

そ
れ
ら
の

騒
音
の

七
〇
ホ

ー

ン

以
上
の

騒
音
持
続
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
分
及
一

九
分
四
五
秒
で

あ

り
、

そ
の

間
に
お

け
る
最
高
音
は
九
八
ホ

ー
ン

及
八
七
ホ

ー
ン

で

あ
つ

た
が
、

昨
年
度
の

記
録
、

持
続
時
間
一

時
間
四
六
分
、

最
高
音
一

〇
五

ホ

ー
ン

に

比
す
れ
ば
減
少
し
て

い

る
。

ク

　
母
艦
発
着
訓
練

同
じ
様
に

基
地
周
辺
住
民
を
悩
ま
せ

て
い

る
騒
音
の

大
き
な
原
因
の
一

つ

で

あ
る
。

反
復
し
て

行
う
母
艦
発
着
訓
練
は
、

本
調
査
期
間
中
は
九

月
三
日
及
び
四
日
の

両
日
に

お

け
る
少
数
機
に

よ
る
離
着
陸
訓
練
（
両

日
共
に

二

〜
三
時
間
づ
つ

）
を
除
き
、

確
認
さ
れ
な
か
つ

た
。

㈡
　
距
離
別
調
査
結
果
に

つ

い

て

距
離
別
調
査
結
果
（
附
表
「
㈡
距
離
別
主
要
統
計
」
参
照
）
よ
り
推
定
さ

れ
る
こ

と
は
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

ア
　

音
の

大
き
さ
と

分
布
に
つ

い

て

（ア）

　
最
高
音
は
滑
走
路
北
側
進
入
表
面
下
一

㎞

（
大
和
市
上
草
柳
）
に

お
い

て

記
録
し
た
一

二

九
ホ

ー
ン

で
、

三
七
年
、

三
六
年
及
び
三
五

年
度
の

最
高
音
も
同
地
点
で

記
録
さ
れ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
一

一

五
、

一

二

四
及
び
一

二

九
ホ

ー
ン

で

あ
つ

た
。

（イ）

　
距
離
別
の

平
均
音
を
み

れ
ば
、

昨
年
度
調
査
で

は
基
地
か
ら
の

距

離
に

従
つ

て

概
ね
逓
減
し
て

い

た
が
、

本
年
度
調
査
結
果
は
滑
走
路

南
・

北
端
又
は
滑
走
路
中
心
よ
り
〇
・

五
㎞

の

地
点
上
の

平
均
は
七

三
ホ

ー
ン
、

一

㎞

に

お
い

て

は
七
八
ホ

ー
ン
、

以
下
そ
れ
ぞ
れ
一

・

五
㎞

六
八
ホ

ー
ン
、

二

㎞

七
五
ホ

ー
ン
、

三
㎞

七
〇
ホ

ー
ン
、

四
㎞

七
五
ホ

ー
ン
、

六
㎞

七
〇
ホ

ー
ン
、

八
㎞

六
九
ホ

ー
ン

及
び
一

〇
㎞

六
四
ホ

ー
ン

で

あ
り
、

騒
音
の

高
さ
が
滑
走
路
よ
り
の

距
離
に

従
つ

て

逓
減
す
る
一

般
的
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
つ

た
。

昨
年
度
は
同
じ

距
離
間
隔
の

地
点
上
に
お

け
る
平
均
音
は
そ
れ
ぞ
れ
八
四
、

七
八
、

七
五
、

七
四
、

七
二
、

七
〇
、

六
六
、

六
二
、

六
七
ホ

ー
ン

で

あ
つ

た
。

本
年
度
の

距
離
別
平
均
音
を
三
五
年
〜
三
七
年
度
の

そ
れ
と
比

較
す
る
と
〇
・

五
㎞

〜
一

・

五
㎞

の

地
点
上
の

平
均
音
は
概
ね
過
去

三
年
度
の

平
均
音
を
下
廻
つ

た
が
、

二

㎞

〜
一

〇
㎞

の

地
点
上
の

平

均
音
は
概
し
て

上
廻
つ

た
。

㈢
　
飛
行
状
況
に
つ

い

て

ア
　
調
査
期
間
中
の

飛
行
方
法
と
そ
の

特
徴
は

（ア）

　
着
陸
と
同
時
に

又
は
着
陸
寸
前
に

ア
フ

タ
ー
バ

ー
ナ
ー

を
ふ

か
し
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て

急
上
昇
を
繰
返
す
母
艦
発
着
訓
練（
タ
ツ

チ
・

ア
ン

ド
・

ゴ

ー

）が

三
五
、

三
六
年
度
は
騒
音
中
大
半
を
占
め
て
い

た
が
、

本
年
度
調
査

期
間
中
は
九
月
三
日
及
び
四
日
の

両
日
の

少
数
機
に

よ
る
訓
練
（
両

日
と
も
二

〜
三
時
間
）
以
外
に

は
確
認
さ
れ
な
か
つ

た
。

（イ）

　
着
陸
の

際
、

浮
力
を
利
用
し
つ

つ

騒
音
を
低
減
し
て

着
陸
し
て
い

る
。

本
調
査
中
に

調
査
地
点
よ
り
一

㎞

以
内
で

低
空
を
着
陸
態
勢
で

降
下
し
て

来
る
単
発
ジ
エ

ツ

ト

戦
斗
機
（
練
習
用
の

小
型
ジ
エ

ツ

ト

機
で

は
な
い

）
で

七
〇
ホ

ー
ン

を
越
え
な
い

も
の

が

多
数
測
定
さ
れ

た
。

（ウ）

　
三
五
年
、

三
六
年
の

調
査
時
に

多
く
見
か

け
ら
れ
た
（
基
地
附
近

で

実
測
し
た
機
数
の

大
半
を
占
め
た

）
三
角
翼
ジ
エ

ツ

ト

機
（
他
の

機
種
の

ジ
エ

ツ

ト

機
に

比
し
五
〜
一

〇
ホ

ー
ン

高
い

）
が
昨
年
度
は

減
少
し
、

本
年
度
も
非
常
に

少
な
か
つ

た
。

一

方
昨
年
度
か
ら
練
習

用
小
型
ジ
エ

ツ

ト

機
が
見
か
け
ら
れ
た
が
、

本
年
度
調
査
で

も
相
当

数
測
定
さ
れ
た
。

こ

の

機
種
は
エ

ン

ジ
ン

が
小
さ
く
ア
フ

タ
ー
バ

ー

ナ
ー
も
使
用
し
な
い

よ
う
で

騒
音
が
比
較
的
低
い
。

（エ）

　
離
陸
の

際
、

推
力
を
増
す
た
め
に

使
用
す
る
ア
フ

タ
ー
バ

ー
ナ
ー

は
基
地
外
へ

出
る
と
一

時
使
用
を

止

め
、

基
地
よ
り
相
当
の

距
離

（
数
粁
）上
空
に

至
つ

て
、

再
び
使
用
し
て

い

る
場
合
が
あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。

イ
　
飛
行
機
数
に
つ

い

て

本
年
度
の

全
調
査
期
間
を
通
じ
て

把
握
し
た
飛
行
機
数
は
合
計
二
、

一

五
八
機
で
、

距
離
別
の

調
査
一

時
間
当
り
機
数
の

最
高
は
滑
走
路
よ
り

三
㎞

の

地
点
上
に

お

け
る
二

五
機
で
、

次
い

で
二

㎞

の

地
点
上
に

お

け

る
一

八
機
で

あ
る
。

調
査
一

時
間
当
り
機
数
は
、

昨
年
度
に

お
い

て

は

滑
走
路
よ
り
の

距
離
に

従
つ

て

逓
減
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
が
、

本

年
度
の

調
査
に

お
い

て

は
四
㎞

以
遠
に

お
い

て

は
逓
減
性
を
認
め
得
た

が
、

三
㎞

以
内
に

お
い

て

は
距
離
的
逓
減
性
は
認
め
得
な
か
つ

た
。

㈣
　
善
徳
寺
に
お

け
る
二

四
時
間
測
定
結
果
に
つ

い

て
（
附
表
第
二

表
参
照
）

ア
　
全
測
定
時
間
中
最
高
音
は
一

二

九
ホ

ー
ン

で

昨
年
度
最
高
音
一

一

五

ホ

ー
ン

よ
り
一

四
ホ

ー
ン

高
く
、

三
五
年
〜
三
七
年
度
間
の

最
高
音
、

三
五
年
度
の
一

二

九
ホ

ー
ン

と
同
じ
で

あ
つ

た
。

イ
　
一

時
間
当
り
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
持
続
時
間
の

最
高
は
一

一

分
五
六
秒

（
一

〇
時
〜
一

一

時
）で
あ
つ

た
。

本
年
度
調
査
の

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
持

続
時
問
の

総
計
は
五
五
分
七
秒
で
あ
り
、

昨
年
度
の

三
七
分
一

九
秒
に

比
し
、

一

七
分
四
八
秒
の

増
加
で

あ
つ

た
。

ウ
　
実
測
機
数
は
総
計
一

四
〇
機
で

昨
年
度
一

八
三
機
、

三
六
年
度
四
四

二

機
、

三
五
年
度
七
八
二

機
に

比
し
、

相
当
減
少
し
て

い

る
。
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エ

　
こ

の
二

四
時
間
測
定
の

結
果
よ
り
主
な
記
録
を
上
げ
る
と
、

（ア）

　
飛
行
機
数
の

多
い

時
刻
は
一

〇
時
〜
一

一

時（
三
一

機
）、
一

一

時

〜
一

二

時
（
二

六
機
）、
一

五
時
〜
一

六
時
（
一

四
機
）、
一

二

時
〜

一

三
時
（
一

二

機
）、
一

三
時
〜
一

四

時
（
一

一

機
）、
八
時
〜
九
時

（
九
機
）
で

あ
る
。

（イ）

　
騒
音
の

多
い

時
間
は
九
時
〜
一

二

時
（
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
持
続
時

間
二

八
分
一

八
秒
）、
一

二

時
〜
一

五
時
（
同
一

〇
分
二

秒
）、
一

五

時
〜
一

八
時
（
同
八
分
四
七
秒
）
で

あ
つ

た
。

早
朝
及
び
日
没
後
は

比
較
的
少
な
か
つ

た
。

（ウ）

　
深
夜
（
二

二

時
〜
六
時
）
は
僅
か
六

機
で

あ
り
、

う
ち
一

機
（
最

高
一

一

八
ホ

ー
ン
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
持
続
時
間
二

八
秒
、

横
田
基

地
改
修
工

事
期
間
中
に

限
り
厚
木
飛
行
場
に

発
着
す
る
四
発
ジ
エ

ツ

ト
輸
送
機
）
を
除
き
、

全
機
基
地
上
空
通
過
機
で

あ
つ

た
。

㈤
　
方
向
別
調
査
結
果
に

つ

い

て

（
別
表
第
四

表
参
照
）

ア

　
本
調
査
は
昭
和
三
八
年
九
月
三
日
及
び
四
日
の
二

日
間
に

亘
り
、

滑

走
路
の

南
・

北
端
及
び
中
央
よ
り
等
距
離
の

地
点
に

六
調
査
班
を
配
置

し
、

定
点
同
時
調
査
（
一

地
点
一

時
間
）
を
行
い
、

一

定
距
離
の

時
刻

に
お

け
る
騒
音
の

状
況
を
調
査
し
た
も
の

で

あ
る
。

本
調
査
の

諸
記
録
は
天
候
、

測
定
時
間
、

飛
行
状
況
等
特
定
条
件
の

下

で

の

測
定
で

あ
り
、

従
つ

て

こ

れ
に

よ
つ

て

各
地
点
の

騒
音
度
の

高
低

を
断
ず
る
こ

と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い

が
、

そ
の

調
査
時
点
に
お

け
る

各
方
向
別
の

主
な
記
録
を
挙
げ
れ
ば
次
の

通
り
で

あ
る
。

（ア）

　
滑
走
路
北
端
よ
り
北
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞
の

地
点
に

お
け

善
徳
寺
（
大
和
市
上
草
柳
）
二

四
時
間
測
定
結
果
（
別
表
第
二

表
抜
す
い

）

註
　
一

　
飛
行
機
数
の

〝

一

時
間
当
り
最
多
機
数
〞

と
は

測
定
時
間
中
最
も
多
く
飛

行
機
の

飛
ん
だ
一

時
間
内
の

機
数
を
示
す
。

二

　
騒
音
の

持
続
時
間
の

〝

最
長
持
続
時
間
の
一

時
間
比（
％
）〞
と
は
最
も
長

く
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

騒
音
が
続
い

た
時
間
と
そ
の
一

時
間
と
の

比
率
を
示

す
。
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る
一

一

五
ホ

ー
ン

で

あ
り
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

騒
音
持
続
時
間
の

最
も
長
か
つ

た
の

は
二
㎞
の

地
点
に

お

け
る
五
分
五
六
秒
（
測
定
時

間
に

対
す
る
比
率
約
一

〇
％
）
で

あ
つ

た
。

（イ）

　
北
端
よ
り
北
東
方
で

は
最
高
音
は
一

㎞

地
点
の
一

〇
三
ホ

ー
ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

㎞

地
点
の

五
分
八
秒
（
測
定
時
間
比
約
七
％
）

で

あ
つ

た
。

（ウ）
　
北
端
よ
り
東
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞

地
点
の
一

一

五

ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

・

五
㎞

地
点
の

三
分
五
一

秒
（
測
定
時
間

比
約
六
％
）
で

あ
つ

た
。

（エ）

　
中
央
よ
り
東
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞

地
点
の

九
九
ホ

ー
ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

㎞

地
点
の
一

六
分
五
五
秒
（
測
定
時
間
比
約
二

八
％
）
で

あ
つ

た
。

（オ）

　
南
端
よ
り
東
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞

地
点
の
一

〇
七

ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

㎞

地
点
の

五
分
八
秒
（
測
定
時
間
比
約
七

％
）
で

あ
つ

た
。

（カ）

　
南
端
よ
り
南
東
方
で

は
最
高
音
は
一

㎞

地
点
の

九
九
ホ

ー
ン
、

最

大
持
続
時
間
は
〇
・

五
㎞

地
点
の

六
分
一

七
秒
（
測
定
時
間
比
約
一

〇
％
）
で

あ
つ

た
。

（キ）

　
南
端
よ
り
南
方
で

は
最
高
音
は
一

・

五
㎞

地
点
の
一

一

三

ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
二

㎞

地
点
の

九
分
四
四
秒
（
測
定
時
間
比
約

一

六
％
）
で

あ
つ

た
。

（ク）

　
南
端
よ
り
南
西
方
で

は
最
高
音
は
一

・

五
㎞

地
点
の

九
九
ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

・

五
㎞

地
点
の

八
分
六
秒
（
測
定
時
間
比

約
一

四
％
）
で

あ
つ

た
。

（ケ）

　
南
端
よ
り
西
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞

地
点
の

一

〇
六

ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
〇
・

五
㎞

地
点
の

六
分
五
二

秒
（
測
定
時
間

比
約
一

一

％
）
で

あ
つ

た
。

（コ）

　
中
央
よ
り
西
方
で

は
最
高
音
は
二

㎞

地
点
の

九
六
ホ

ー
ン
、

最
大

持
続
時
間
は
一

㎞

地
点
の

三
分
五
三
秒
（
測
定
時
間
比
約
六
％
）
で

あ
つ

た
。

（サ）

　
北
端
よ
り
西
方
で

は
最
高
音
は
〇
・

五
㎞

地
点
の

一

〇

五

ホ

ー

ン
、

最
大
持
続
時
間
は
二

㎞

地
点
の

五
分
四
秒
（
測
定
時
間
比
約
八

％
）
で

あ
つ

た
。

（シ）

　
北
端
よ
り
北
西
方
で

は
最
高
音
は
二

㎞

地
点
の
一

〇
五
ホ

ー
ン
、

最
大
持
続
時
間
は
一

・

五
㎞

地
点
の

八
分
一

八
秒
（
測
定
時
間
比
約

一

四
％
）
で

あ
つ

た
。

イ
　
四
㎞

以
遠
の

方
向
別
調
査
に
つ

い

て

滑
走
路
よ
り
四
㎞

〜
一

〇
㎞
の

地
点
は
巡
回
調
査
（
一

地
点
三
〇
分
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間
）
に

よ
つ

て

測
定
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
が
、

飛
行
状
況
と

短
い

測
定

時
間
と
の

関
係
か

ら
、

滑
走
路
南
北
、

東
西
方
向
地
点
と
の

騒
音
度
の

相
違
性
に

つ

い

て

の

明
確
な
資
料
は
得
ら
れ
な
か
つ

た
。

調
査
中
の

最
高
音
は
九
四
ホ

ー
ン
、

平
均
音
の

最
高
は
八
九
ホ

ー
ン
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
持
続
時
間
の

最
大
値
は
北
端
よ
り
北
方
四
㎞

（
大
和

市
南
林
間
）
の

二

分
五
一

秒
（
測
定
時
間
比
約
一

〇
パ

ー
セ

ン

ト

）
で

あ
つ

た
。

㈥
　
地
上
整
備
音
に
つ

い

て

地
上
整
備
音
は
、

基
地
に

最
も
近
接
し
た
区
域
の

住
民
に

苦
悩
を
与
え
て

い

る
最
大
の

要
因
の
一

つ

で

あ
る
の

で
、

本
調
査
に

お
い

て

は
、

飛
行
音

と
同
じ
に

総
体
的
騒
音
度
の

構
成
主
要
要
因
と
し
て

測
定
さ
れ
た
の

で

あ

る
が
、

そ
の

結
果
は
次
の

と
お

り
で

あ
つ

た
。

（
附
表
第
一

表
参
照
）

ア
　
早
朝
（
六
時
〜
八
時
）
に

お
い

て

本
調
査
期
間
中
は
測
定
し
な
か
つ

た
。

イ
　
昼
間
（
八
時
〜
一

八
時
）
に

お

け
る

地
上
整
備
音
（
七
〇
ホ

ー
ン

以

上
の

持
続
時
間
五
分
以
上
）
は
以
下
の

と
お

り
で

あ
つ

た
。

（ア）

　
九
月
二

日
、

滑
走
路
北
端
よ
り
北
方
一

㎞

の

地
点
に

お

け
る
九
時

〜
一

七
時
に

亘
る
調
査
に

お
い

て
、

一

一

時
過
ぎ
に

七
〇
ホ

ー
ン

以

上
の
、

一

三
時
過
ぎ
に

八
〇
ホ

ー

ン

以
上
の

整
備
音
が
測
定
さ
れ

た
。

持
続
時
間
五
一

分
五
〇
秒
（
最
高
音
九
九
ホ

ー
ン

）。

（イ）

　
九
月
一

日
、

滑
走
路
中
央
よ
り
南
東
東
一

・

五
㎞

の

地
点
に

お

け

る
七
時
間
（
九
時
〜
一

二

時
・

一

三
時
〜
一

七
時
）
に

亘
る
定
点
調

査
に

お
い

て

整
備
音
断
続
を
記
録
。

持
続
時
間
三
一

分
五
四
秒
（
最

高
音
九
〇
ホ

ー
ン

）。

（ウ）

　
八
月
三
一

日
、

滑
走
路
中
央
よ
り
南
東
東
一

・

五
㎞

の

地
点
に
お

け
る

調
査
（
八
時
三
〇
分
〜
一

七
時
三
〇
分
）
に

お
い

て
、

主
と
し

て

午
前
中
に

持
続
時
間
一

七
分
二
一

秒
（
最
高
九
二

ホ

ー
ン

）
の

整

備
音
断
続
を
記
録
し
た
。

（エ）

　
九
月
四
日
九
〜
一

〇
時
の

間
、

滑
走
路
中
央
よ
り
東
方
〇
・

五
㎞

の

地
点
に

お
い

て

八
〇
ホ

ー
ン

前
後
の

整
備
音
が

測
定
さ
れ
た
。

持

続
時
間
一

一

分
四
九
秒
（
最
高
音
九
九
ホ

ー
ン

）。

（オ）

　
九
月
六
日
〜
七
日
の

滑
走
路
北
端
よ
り
北
方
一

㎞

の

地
点
に
お

け

る
二

四

時
間
定
点
調
査
に

お
い

て
、

持
続
時
間
九
分
四
〇
秒
（
最
高

八
八
ホ

ー
ン

）
の

整
備
音
を
記
録
し
た
。

（カ）

　
九
月
四
日
、

一

〇
時
三
〇
分
〜
一

一

時
三
〇
分
の

間
に
、

滑
走
路

中
央
よ
り
東
方
一

㎞

の

地
点
に

お
い

て
、

八
〇
ホ

ー
ン

前
後
の

整
備

音
断
続
を
記
録
し

た
。

持
続
時
間
八
分
二

五
秒
（
最
高
八
六
ホ

ー

ン

）。
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（キ）

　
九
月
五
日
、

一

三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分
の

間
、

滑
走
路
中

央
よ
り
東
方
一

㎞

の

地
点
に

お
い

て
、

七
〇
ホ

ー
ン

前
後
の

整
備
音

断
続
を
記
録
し
た
。

持
続
時
間
七
分
三
九
秒（
最
高
七
九
ホ

ー
ン

）。

（ク）

　
九
月
四
日
、

九
時
〜
一

〇
時
の

間
に
、

滑
走
路
中
央
よ
り
北
西
方

一

㎞

の

地
点
に

お
い

て

整
備
音
断
続
を
記
録
し
た
。

持
続
時
間
五
分

（
最
高
七
二

ホ

ー
ン

）。

（ケ）

　
八
月
三
〇
日
、

一

三
時
二

〇
分
〜
一

七
時
二

〇
分
の

間
、

滑
走
路

南
端
よ
り
南
方
へ

二

㎞
の

地
点
に

お

い

て

整
備
音
断
続
を
記
録
し

た
。

持
続
時
間
五
分
（
最
高
七
四
ホ

ー
ン

）。

ウ
　
基
地
周
辺
住
民
に

と
つ

て

最
大
の

苦
痛
の

要
因
で

あ
る
夜
間
に
お

け

る
地
上
整
備
音
は
九
月
二

九
日
、

九
月
三
日
及
び
四
日
に

滑
走
路
中
央

よ
り
南
東
東
へ

一

・

五
㎞

の

地
点
に

お
い

て

測
定
さ
れ
た
。

と
く
に

八

月
二

九
日
夜
間
に
お

け
る
整
備
音
は
最
も
酷
く
、

九
〇
ホ

ー
ン

前
後
の

整
備
音
が
一

時
間
近
く
に

も
亘
り
鳴
り
響
い

た
。

持
続
時
間
五
六
分
、

最
高
九
八
ホ

ー
ン

（
昨
年
度
も
同
地
点
に
お

け
る
持
続
時
間
一

時
間
四

五
分
、

最
高
一

〇
五
ホ

ー
ン

が
最
大
で

あ
つ

た
）。

地
上
整
備
音
、

離
陸
準
備
音
等
よ
り
成
る
基
地
騒
音
の

七
〇
ホ

ー
ン

以

上
持
続
時
間
の

計
四

時
間
八
分
一

四
秒
は
全
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
騒
音
持

続
時
間
の

三
四
パ

ー
セ

ン

ト

を
占
め

た
。

㈦
　
学
校
・

病
院
等
の

公
共
施
設
の

調
査
結
果
に
つ

い

て

（
附
表
㈢
参
照
）

本
調
査
は
騒
音
に

よ
る

被
害
を
受
け
て
い

る
学
校
、

公
共
施
設
に
つ

い

て

そ
れ
ぞ
れ
大
和
市
及
び
綾
瀬
町
が

調
査
を
実
施
し
た
も
の

で

あ
る
。

最
高

は
一

一

三
ホ

ー
ン

（
草
柳
小
学
校
）、

平
均
音
の

最
高
は
同
校
に

お

け
る

一

一

二

ホ

ー
ン

で

あ
る
が
、

そ
の

記
録
の

同
校
のR

A

三
型
防
音
工

事（
鉄

筋
コ

ン

ク

リ
ー
ト

造A

三
級
防
音
工

事
）
施
行
室
内
に
お

け
る
測
定
記
録

は
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
ホ

ー
ン
、

七
八
ホ

ー
ン

で

あ
つ

た
。

各
調
査
別
に

結
果

を
概
説
す
れ
ば
以
下
の

と
お
り
で

あ
る
。

ア
　
大
和
市
立
病
院
定
点
調
査
（
屋
外
）

最
高
音
は
一

〇
六
ホ

ー
ン
、

測
定
時
間
別
の

平
均
音
の

最
高
は
九
五
ホ

ー
ン
、

全
測
定
時
間
中
の

平
均
音
は
九
二

ホ

ー
ン
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上

の

持
続
時
間
は
計
五
〇
分
四
〇
秒
で

あ
り
、

そ
の

測
定
時
間
に

対
す
る

比
は
一

〇
パ

ー
セ

ン

ト
、

そ
の

う
ち
基
地
騒
音
は
約
三
〇
パ

ー
セ

ン

ト

を
占
め

た
。

実
測
機
数
は
延
一

一

九
機
、

測
定
一

時
間
当
り
一

四
機
と

な
つ

た
。

イ
　
大
和
市
立
草
柳
小
学
校
屋
内
外
同
時
調
査

屋
外
調
査
の

最
高
音
は
一

一

三
ホ

ー
ン
、

平
均
音
の

最
高
は
一

一

二

ホ

ー
ン
、

全
測
定
時
間
中
の

平
均
音
は
八
九
ホ

ー
ン
、

七
〇
ホ

ー

ン

以
上

の

持
続
時
間
は
三
五
分
二

五
秒
で

あ
り
、

そ
の

測
定
時
間
に

対
す
る
比
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は
七
パ

ー
セ

ン

ト
、

そ
の

う
ち
基
地
騒
音
は
約
三
〇
パ

ー
セ

ン

ト
を
占

め

た
。

実
測
機
数
は
延
一

二
一

機
、

測
定
一

時
間
当
り
一

五
機
で

あ
つ

た
。

防
音
工

事
施
行
室
内
で

の

調
査
の

最
高
音
は
八
〇
ホ

ー
ン
、

平
均
音
の

最
高
は
七
八
ホ

ー
ン
、

全
測
定
時
間
中
の

平
均
音
は
七
一

ホ

ー
ン
、

七

〇
ホ

ー
ン

以
上
の

持
続
時
間
は
二

分
〇
六
秒
で

あ
り
、

そ
の

測
定
時
間

に

対
す
る
比
は
〇
・

四
パ

ー
セ

ン

ト
で

あ
り
、

基
地
騒
音
は
測
定
さ
れ

な
か
つ

た
。

実
測
機
数
（
音
が
測
定
の

対
象
と
な
つ

た
も
の

）
は
延
五

五
機
、

測
定
一

時
間
当
り
七
機
で

あ
つ

た
。

右
記
の

調
査
結
果
よ
り
、

屋
内
調
査
結
果
は
屋
外
調
査
結
果
に

比
し
、

最
高
音
で

三
三

ホ

ー

ン
、

全
測
定
時
間
中
の

平
均
音
で
一

八
ホ

ー
ン

低
く
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

持
続
時
間
は
約
一

七
分
の
一

、

実
測
機
数

は
約
四
五
パ

ー
セ

ン

ト
に

過
ぎ
な
い
。

ウ
　
綾
瀬
町
公
共
施
設
調
査

調
査
時
間
が
短
く
、

そ
の

調
査
結
果
か
ら
何
ら
断
定
的
な
こ

と
は
言
え

な
い

が
、

鎌
倉
保
育
園
綾
瀬
ホ

ー
ム

は
防
音
工

事
は
施
さ
れ
て
い

ず
、

こ

の

施
設
の

特
殊
性
（
身
障
者
救
護
施
設
）
か
ら
も
、

相
当
な
騒
音
被

害
を
受
け
て

い

る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

㈧
　

最
高
記
録
に
つ

い

て

本
調
査
の

全
期
間
を
通
じ
て

の

各
種
最
高
記
録
は
次
の

と
お

り

で

あ
つ

た
。

ア
　
最
高
音
は
一

二

九
ホ

ー
ン

で

滑
走
路
北
端
よ
り
北
方
一

㎞

の

地
点
、

大
和
市
上
草
柳
善
徳
寺
で

記
録
し
た
。

こ

れ
は
ジ
エ

ツ

ト
戦
斗
機
二

機

が
離
陸
直
後
低
空
で

上
昇
し
な
が
ら
直
進
し
て

来
た
の

を
直
下
で

記
録

し
た
も
の

で
、

特
に

大
き
な
騒
音
で

あ

り
、

こ

れ
以
外
に

も
同
じ
機

種
、

機
数
、

飛
行
状
況
で

相
当
回
数
測
定
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
の

最
高

音
は
い

づ

れ
も
一

一

五
ホ

ー
ン

前
後
で

あ
つ

た
。

イ
　
測
定
一

時
間
当
り
機
数
の

最
高
は
四
二

機
で
、

滑
走
路
南
端
よ
り
南

西
一

・

五
㎞
の

地
点
（
綾
瀬
町
深
谷
）
で

測
定
し
た
。

こ

れ
は
少
数
機

に

よ
る
離
着
陸
訓
練
で

数
機
が
上
空
を
反
復
し
て

通
過
し
た
の

を
記
録

し
た
も
の

で

あ
る
。

ウ
　
測
定
音
の

平
均
値
の

最
高
は
九
一

ホ

ー
ン

で
、

九
月
三
日
九
時
〜
一

〇
時
滑
走
路
北
端
よ
り
東
へ

一

㎞

の

地
点
に

お

け
る
調
査
で

記
録
し
た

（
昨
年
度
平
均
値
の

最
高
九
六
ホ

ー
ン

）。

エ

　
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

騒
音
持
続
時
間
の

最
高
は
五
六

分
で
、

八
月
二

九
日
一

八
時
〜
二

二

時
の

滑
走
路
中
央
よ
り
南
東
東
へ

一

・

五
㎞

の

地

点
に

お

け
る

調
査
で

記
録
し
た
（
昨
年
度
最
高
は
同
地
点
に

お

け
る
一

時
間
四
五
分
四
八
秒
）。
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四
　
む
す
び

調
査
期
間
及
び
各
測
定
時
間
中
に

お

け
る
飛
行
状
況
及
び
基
地
騒
音
の

発
生
状

況
が
軍
側
の

作
戦
訓
練
計
画
及
び
天
候
等
に

よ
り
左
右
さ
れ
る
事
実
か
ら
し
て

昭
和
三
五
年
〜
三
八
年
度
の

四
次
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
た
調
査
の

結
果
に
つ

い

て

直
接
的
な
比
較
検
討
は
で

き
な
い

が
、

各
年
度
の

調
査
の

全
調
査
期
間
を
通

じ
て

の

最
高
音
、

測
定
音
の

平
均
値
、

測
定
一

時
間
当
り
機
数
、

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

持
続
時
間
の

測
定
時
間
に

対
す
る
比
率
等
の

比
較
検
討
は
可
能
で

あ
る

の

で
、

そ
れ
ら
の

各
年
度
調
査
結
果
を
比
較
し
つ

つ

ま
と
め
て

み
る
と
次
の

と

お

り
で

あ
る
（
次
表
参
照
）。

各
年
度
調
査
結
果
比
較
主
要
統
計

（
註
）
本
表
に

は
各
調
査
の

全
調
査
期
間
を
通
じ
て

の

全
て

の

実
測
機
数
及
び
飛
行

音
、

基
地
騒
音
等
の

区
別
を
問
わ
ず
、

全
て

の

騒
音
が
集
計
さ
れ
て
い

る
。

㈠
　
本
年
度
調
査
期
間
中
の

実
測
機
数
は
二
、

一

五
八
機
、

測
定
一

時
間
当

り
九
・

四
機
で
、

三
七
年
、

三
六
年
及
び
三
五
年
の

そ
れ
ぞ
れ
二
、

二
一

二

機
、

一

三
・

七
機
、

三
、

六
六
一

機
、

一

九
・

五
機
及
び
三
、

九
七
四
機
、

二

二
・

八
機
に

比
し
、

測
定
一

時
間
当
り
機
数
は
大
幅
な
減
少
を
示
し
て
い

る
。

㈡
　
本
年
度
調
査
期
間
中
に

お

け
る
騒
音
の

最
高
音
は
、

滑
走
路
北
端
よ
り

北
方
一

㎞

地
点
（
大
和
市
上
草
柳
）
で

記
録
さ
れ
た
一

二

九
ホ

ー
ン

で
、

三
七
年
、

三
六
年
及
び
三
五
年
の

調
査
の

最
高
音
は
同
じ
く
同
地
点
で

記

録
さ
れ
た
一

一

五
、

一

二

四
、

一

二

九
ホ

ー
ン

で

あ
つ

た
。

本
年
度
調
査
期
間
中
に

測
定
さ
れ
た
騒
音
の

総
平
均
は
七
三
ホ

ー
ン

で

あ

り
、

三
七
年
度
七
二

ホ

ー
ン
、

三
六
年
度
六
五
ホ

ー
ン
、

三
五
年
度
六
九

ホ

ー
ン

に

比
し
、

一

〜
八
ホ

ー
ン

高
く
な
つ

て

い

る
。

㈢
　
本
年
度
調
査
期
間
を
通
じ
て

の

騒
音
持
続
係
数
（
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

騒
音
持
続
時
間
の

測
定
時
間
に

対
す
る
比
率
）
は
五
・

二
パ

ー
セ

ン

ト
で

あ
り
、

三
七
年
度
五
・

七
パ

ー
セ

ン

ト
、

三
五
年
度
は
六
・

六
パ

ー
セ

ン

ト
で

あ
つ

た
。

な
お
三
六
年
度
と
は
騒
音
持
続
時
間
の

計
算
の

基
礎
と
な

つ

た
騒
音
の

高
さ
が
異
な
る
（
三
六
年
度
は
八
〇
ホ

ー
ン

以
上
で

測
定
時
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附
表
（I

）

　
日

別
・

曜

日

別

主

要

統

計

註

1.

上
記
表
中
に
は
、

9

月6

日

〜7

日

の2

日

間
に

わ
た
っ

て

実
施
し

た

善
徳
寺
に

お
け
る24

時
間
調
査
は

含
ま

れ
て

い
な
い
。

2
.

上
記
の
表
は
、

比
較
の
便
宜
上
あ
く

ま

で
も

本
年
度
に

お
け
る

調
査
統
計
を

主
体
と

し

て
お
り

、

他
の
年
度
に

お

け
る

統
計
は
そ

れ
ぞ
れ
の
日

付
を

度
外
視
し

て
各
曜
日

に

統
一
し

て

記
入
し

た
。
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附
表
（
Ⅱ

）

　
距

離

別

主

要

統

計
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間
比
二
・

四
パ

ー
セ

ン

ト

）
の

で

直
接
の

比
較
は
出
来
な
い

が
、

本
年
度
は

三
六
年
度
よ
り
少
い

も
の

と

推
定
さ
れ
る
。

㈣
　
騒
音
度
が
滑
走
路
よ
り
の

距
離
に

従
つ

て

逓
減
す
る
と
い

う
一

般
的
傾

向
は
距
離
別
調
査
の

結
果
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
か
つ

た
が
、

そ
の

理
由
と

し
て

は
基
地
近
辺
地
区
上
空
の

反
復
飛
行
が
従
来
よ
り
減
少
し
、

各
方
面

へ

の

分
散
直
行
傾
向
に

よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

㈤
　
同
時
調
査
を
行
つ

た
方
向
別
調
査
に

お
い

て
、

昨
年
度
の

調
査
に

お
い

て

は
、

い

わ
ゆ
る
進
入
表
面
下
に

お
い

て

は
転
移
表
面
下
に
お

け
る
よ
り

も
概
し
て

騒
音
度
が
一

〇
〜
一

五
ホ

ー
ン

高
い

こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、

本
年
度
調
査
か
ら
は
離
着
陸
時
（
主
と
し
て

離
陸
時
）
の

進
入
表
面
下
の

騒
音
度
が
高
い

こ

と
は
勿
論
で

あ
る
が
、

一

般
的
に

騒
音
度
は
基
地
を
中

心
と
し
た
南
北
方
向
が

東
西
方
向
に

比
し
て

著
し
く
大
き
い

と
の

傾
向
は

確
認
さ
れ
ず
、

別
表
第
三
表
方
向
別
調
査
結
果
統
計
表
に

よ
つ

て

騒
音
の

各
方
向
へ

の

分
散
傾
向
が
表
わ
さ
れ
て

い

る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

㈥
　
二

四
時
間
定
点
調
査
の

結
果
で

は
、

本
年
度
の

七
〇
ホ

ー
ン

以
上
の

騒

音
持
続
時
間
は
五
五
分
〇
七
秒
、

三
七
年
度
は
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
で

三
七

分
一

九
秒
、

三
六
年
度
は
八
〇
ホ

ー
ン

以
上
で

四
一

分
一

三
秒
、

三
五
年

度
は
七
〇
ホ

ー
ン

以
上
で

二

時
間
二

三
分
一

七
秒
で

あ
り
本
年
度
騒
音
持

続
時
間
は
三
六
年
、

三
五
年
度
調
査
よ
り
短
か
か
つ

た
が
、

昨
年
度
調
査

よ
り
長
か
つ

た
。

附
表
㈢
　
厚
木
航
空
基
地
周
辺
公
共
施
設
騒
音
測
定
結
果
主
要
統
計

ア
　
大
和
市
立
病
院
定
点
調
査

日

時
　

昭
和
三
八
年
九
月
一

六
日
〇
八
・

三
〇
〜
一

七
・

〇
〇

（
八
・

五
時
間
）

場

所
　
大
和
市
下
鶴
間
　
大
和
市
立
病
院
第
五
病
棟
脇

（
滑
走
路
北
端
よ
り
北
北
東
へ

約
三
㎞

）

測
定
方
法
　
屋
外
定
点
測
定

天
候
　
晴

風
向
　
北
・

南
（
微
）
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イ
　
大
和
市
立
草
柳
小
学
校
屋
内
外
同
時
調
査

日

時
　
昭
和
三
八
年
九
月
二

三
日
　
〇
八
・

三
〇
〜
一

六
・

三
〇

（
八
時
間
）

場

所
　
大
和
市
上
草
柳
　
大
和
市
立
草
柳
小
学
校

（
滑
走
路
北
端
よ
り
北
東
へ

一

㎞

）

測
定
方
法
　
屋
内
外
同
時
測
定

屋
外
（
校
庭
）

屋
内
（R

A

三
型
）
鉄
筋
コ

ン

ク

リ
ー
ト
造A

三

級
防
音
工
事
施
行
室
内

天
候
　
晴

風
向

北
・

南
東
・

北
（
弱
）
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